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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

か
お
る
桜
に

恥
じ
な
い

事
ヌ~

4
月
日
日
は
、
長
崎
県
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
ひ
と
り

の
棄
権
も
な
く
良
識
あ
る
判
断
で

信
頼
で
き
る
候
補
者
に
あ
な
た
の

貴
重
な
一
票
を
投
じ
、
ま
じ
よ
う
。

…
正
式
の
投
票
用
紙
で

jcl日まつりの"ゴ/ボ リも

清手一票を呼乙:';J)げる

投
議
所
に
は
入
場
券
を

せ
っ
か
・
1
投
票
し
て
も
次

の
よ
う
な
投
票
法
無
効
と
な

り
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し

ト
A
v
n
j
o

σ正
式
の
投
票
用
紙
で
な
い

も
の
。
G
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
。

名
を
書
い
た
も
の
。

③
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
余

計
な
こ
と
を
書
い
た
も
の
。

(
敬
称
、
職
業
、
身
分
な
と

を
書
い
た
も
の
は
有
効
)

④
ど
の
候
補
者
を
書
い
た
か

ハ
ツ
キ
リ
し
な
小
も
り
。

¥ 

F 

人
以
内
川

M
引

い

門

γ

斗

タ

寸

v々

d
町
川
市
長

J

日
ベ
ヤ
タ
ム
u
h

大

会VA
'
 

〈手持

今までに大村市民進出してきた企業は、九

電火力発電所、フライアッシュ工場、大村耐

火、大村工業所、カネミ倉庫、千代田コンク

リート、共立ハドソン、日本コンクリートが

ゐります。

大村市は、企業誘致条例を制定して工場ぞ誘

致し市勢を発展させようと努力しています。

そこで、大村市長、各課長は、最近大村市

に進出してきた企業の現状と実績を見学し、

10万都市建設のための勉強をしました。
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市
内
地
図
を
改
訂

企
画
行
政

昭
和
三
十
二
年
に
航
空
写

真
を
も
と
に
作
成
し
た
市
内

地
図
が
既
に
古
〈
な
り
、
改

訂
し
な
け
れ
ば
都
市
計
画
は

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
立
案
や

計
画
が
困
難
な
状
態
に
あ
り

ま
す
の
で
、
市
内
重
要
地
域

は
三
千
分
の
一

、
市
内
全
域

は
一
万
分
の
一
の
地
図
を
作

成
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
政
策
、
企

業
誘
致
を
進
め
る
に
は
、
用

地
、
水
資
源
、
地
質
な
ど
の

調
査
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
ま
で
調
査
を
し
て
い

な
い
地
区
の
ボ

ー
リ
ン
グ
調

査
を
行
な
う
乙
と
に
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
基
本
事
業
を
適

切
に
進
め
る
た
め
に
、
開
発

公
社
の
運
営
を
一
層
効
率
的

に
す
る
ほ
か
資
金
運
用
の
円

滑
化
を
は
か
る
た
め
金
融
機

関
に
対
し
て
一
千
万
円
の
予

託
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
計
画
の
基

礎
と
な
り
ま
す
統
計
調
査
を

行
な
い
現
実
に
そ
〈
し
た
正

確
な
実
態
把
握
に
つ
と
め
こ

れ
を
活
用
し
て
市
政
の
正
し

い
方
向
を
見
定
め
て
行
き
ま

す
。
ま
た
、

直
接
市
民
生
活

に
関
係
の
あ
る
住
居
の
表
示

に
つ
い
て
は
、
現
在
使
わ
れ

て
い
る
町
名
や
番
地
が
町
界

の
錯
綜
も
加
わ
っ
て
わ
か
り

に
〈
い
も
の
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
乙
れ
を
合
理
的

な
表
示
制
度
に
改
め
市
民
生

十
万
都
市
建
設
、
明
る
い

住
み
よ
い
都
市
建
設
の
た
め

に
は
、
道
路
や
排
水
施
設
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

今
ま
で
あ
で
き
る
限
り
実
行

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

引
継
き
こ
れ
ら
の
施
設
を
整

備
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業
と
し
て
は

西
三
城
、
杭
出
津
線
を
引
続

き
都
市
計
画
街
路
と
し
て
改

良
整
備
す
る
と
と
も
に
、
下

一
γ
U

昭
和
M
M
年
度
施
政
方
針
川

事
業
別
の
計
画

活
の
便
宜
を
は
か
り
行
政
事

務
も
円
滑
に
運
行
で
き
る
よ

う
に
は
か
り
た
い
と
思
び
ま

す
。
こ
の
た
め
に
本
年
度
は

ま
ず
そ
の
計
画
地
域
の
住
居

表
示
の
基
本
市
内
地
図
を
作

成
し
昭
和
四
十
四
年
む
ろ
ま

で
に
実
施
し
て
行
〈
考
え
で

あ
り
ま
す
。

d
d
d
 

道
路
や排
水
施
設
を
整
備

土
木
行
政

J 
邑

水
道
事
業
と
し
て
今
年
度
か

ら
佐
古
の
川
下
小
路
の
整
備

に
着
手
す
る
ほ
か
、
交
通
安

全
施
設
整
備
事
業
と
し
て
八

幡
町
、
乾
馬
場
線
の
歩
道
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。
単
独

事
業
と
し
て
は
市
道
の
維
持

管
理
の
手
段
と
し
て
防
塵
処

理
程
度
の
簡
単
な
舗
装
を
昨

年
に
引
続
き
施
行
し
、
鬼
橋

の
架
替
工
事
を
今
年
度
中
に

完
了
す
る
予
定
で
す
。

失
対

事
業
で
は
市
民
の
憩
の
場
、
乙

し
て
の
大
村
公
園
の
整
備
作

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

① 

パ
V
パ
ー
パ
ー

年
間
川
戸
建
設
を
目
標
に

建
築
行
政

固
に
お
い
て
も
住
宅
水
準

を
向
上
さ
せ
る
た
め

「
一
世

帯
一
住
宅
一
の
政
策
を
強
力

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で

本
市
で
も
年
間
百
戸
建
設
を

目
標
に
し
て
、

住
宅
事
情
を

改
善
す
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
は
前

年
に
引
継
き
植
松
団
地
に
第

一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

十
四
戸
、
第
二
種
簡
易
耐
火

構
造
平
家
建
八
一
戸
、
計
二
十

二
一戸
を
建
築
す
る
計
画
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
植
松
団
地
は

本
年
度
が
最
終
年
度
で
、
本

年
度
分
が
完
成
す
れ
ば
、
市

営
住
宅
七
十
八
戸
県
営
住
宅

四
十
戸
、

計
百
十
八
戸
の
住
P

宅
団
地
と
な
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
旧
市
役
所
跡

に
は
第
二
種
中
層
耐
火
構
造

四
階
建
十
六
戸
の
建
設
を
ま

た
、
旧
竹
松
住
宅
跡
に
は
第

一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

/ 
，/ 

十
五
戸
の
建
設
も
計
画
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
本
市
に
は

旧
海
軍
航
空
廠
の
住
宅
施
設

が
数
多
〈
、
戦
後
二
十
一
年

を
経
過
し
て
現
在
老
朽
化
し

危
険
な
状
態
に
あ
り
ま
す
の

で
住
宅
改
良
事
業
に
よ
る
改

、
i
 

、

!ー一一 一 計旧い良

(届大 目g二Z
iけ切 を注尋逼
出な 。宅 度設
は住 跡はも
14 臣~ ~ 二引E室 単語十継
内録 次空回 jt

-'2-ヲ戸イ了

。J三一一-3 る をな

止しなければならなかっ叱レースも

ほ主んどできるようになり 、売上げ

も上昇し、市の財源確保に役立つも

のと期待されています。

総工費一約8，000万円。

モ227防波堤が完成
市営モータ{ボート競走場の防波堤

ができあがった。乙の防波堤の完成

によって、今まで少し風が吹くと中
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町 、

お
し
ら
せ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

駐
車
場
整
理
員
を
募
集

大
村
モ

l
グ

l
ボ

l
ト
開

催
時
の
臨
時
従
業
員
(
駐
車

場
整
理
員
)
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
応
募
希
望

者
は
自
筆
履
歴
書
と
健
康
診

断
書
を
市
の
事
業
課
に
提
出

し
て
〈
.
だ
さ
い
。

マ
資
格
者
大
村
市
内
に
居

住
し
て
い
る
満
三
十
五
才

か
ら
満
五
十
才
ま
で
の
身

体
強
健
な
男
子

マ
受
付
期
限
四
月
二
十
日

コ
i
ナ

l

マ
選
考
予
定
日
四
月
二
十

四
日
午
前
九
時
か
ら

マ
選
考
場
所
市
事
業
課

〈
わ
し
い
こ
と
は
事
業
課

へ
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

ガ
ン
の
集
団
検
診

マ
対
象
者
市
内
に
居
住
す

る
満
四
十
才
以
上
の
方

マ
料
金
一
人
四
百
円
を
検

診
日
に
い
た
だ
き
ま
す

マ
検
査
の
方
法
胃
の
集
団

検
診
車
が
つ
ば
、
き
号
グ
で

X
線
の
間
接
撮
影
に
よ
る

(3) 

'l ~ 

3 

1 

量，
、。!

百 日咳・ジフテリヤの予防接種

百日咳ジフテリア(混合〉の予防接

種を次のとおり行ないます。

1>該当者第一期のもの一昭和41年4

月1日から昭和41年12月31日までに

生れたもの及びまだ初回免疫が完了し

ていないもの。

第二期のもの=初回免疫完了後12カ月

から18カ月?こったもの。

1>接種要領

第一期 4週間おきに3回接種

第二期一いずれかの日に 1回接種

b料金無料
脚気、心臓、じん臓、呼吸器疾患の

あるもの及び胸腺淋巴体質の徴候ある

ものは、接種前に医師と十分ご相談〈

?ごきし'0
なお、母子手l院を持参して〈ださい

| 接種目
実施場所 1

i 1回目 .2回目 i3回目

市役所 (4月17日5月15日月12日
萱瀬出張所 i

諏訪公民舘
松原出張所

三浦診療所 4月19日5月17日6月14臼
鈴田出張所 i

竹松出張所 4月20日5月18日6月15日
福重出張所 |

市立病院 14月21日5月19日:6月16日

検
査
。

マ
申
込
の
方
法
四
月
二
十

日
ま
で
に
衛
生
課
ま
で
、

ハ
ガ
キ
で
申
込
み
〈
ピ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
男
、

女
別
、
世
帯
主
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

衛
生
課
に
お
問
合
せ
〈
だ

さ
い
。

春
の
殉
国
者
慰
霊
祭

県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
に
よ

る
春
の
慰
霊
祭
が
次
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
。

マ
日
時
四
月
二
十
二
日

午
前
十
時
三
十
分

マ
場
所
長
崎
県
護
国
神
社

な
お
参
列
さ
れ
る
方
は
地

区
遺
族
世
話
人
へ
申
し
出

て
〈
ピ
さ
い
。
遺
族
章
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

市
職
員
の
再
募
集

四
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り

で
保
育
所
に
勤
務
す
る
炊
事

婦
の
公
募
を
し
ま
し
た
が
、

受
験
資
格
等
を
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
し
再
募
集
し
ま
す
。

①
受
験
資
格
中
「
就
学
児

童
以
上
の
二
人
J
三
人
の

家
族
構
成
で
保
育
所
に
住

込
可
能
の
者
」
を
「
昭
和

三
十
七
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
児
童
以
上
で

家
族
は
三
人

1
四
人
の
構

成
で
保
育
所
に
住
込
可
能

の
者
」
に
変
更
し
ま
す
。

②
試
験
日
四
月
二
十
三

ロハ日
③
願
書
受
付
期
間

四
月
二
十
二
日
正
午
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
人
事
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

鼓
笛
用
太
鼓
を
寄
付

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
市
内
黒
木
小
学
校
に
鼓

笛
用
太
鼓
、
シ
ン
バ
ル
、
リ

ベ
ラ
ル
、
ア
コ
ー
デ
オ
ン
な

ど
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

4月18日5月16日6月13白

※時間はいずれも午後2時から 3時30分ま
でです。

無
縁
墓
地
の
改
葬

マ
墓
地
の
所
在
地
高
知
県

高
岡
郡
中
土
佐
町
久
礼
字

小
久
保

マ
届
出
先
高
岡
郡
中
土
佐

町
役
場

マ
届
出
期
日

4
月
初
日

野
岳
湖
行
パ
ス
増
発

四
月
中
の
日
曜
日
と
祭
日

に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
パ
ス
が

6

臨
時
増
発
さ
れ
ま
す
。

大
村
営
業
所
発

午
前
九
時

O
分

午
前
十
時
三
十
五
分

野
岳
湖
発

午
前
十
時
二
十
分

午
前
十
一

時
十
分



ゾ
よ
い
ふ

ZJ1~三
三
日
ド
;
、
欠
点
J11HUh-4王
子
三
日

一
年
九
月
か
ら
診
療
を
開
始

写
真
l
現
在
の
市
立
病
院

(

信
E
J
b吃
品
丸
一防

G
id
-
9ペャ
②

一一

i
r
--臨
E
E一一
γ

)

」

n
M
l
M
m
R
-
唾
句
《

f
レ

ー

し
た
。
昭
和
三
十
三
年
に
は

一

¥J幽
・
圃

JJ

全
舘
が
定
成
し
ベ
ッ
ト
数
約
¥
踊
藩
輔
副
園
田
関

…一一

J

大
村
市
立
病
院

診
療
業
務
ぞ
継
続
し
て
昭
和
二
百
七
十
、
職
員
数
約
八
十

一
勧
馨
掴
掴
園
掴
掴
園
闘
争宇

一

市
立
病
院
は
、
市
内
諏
訪
二
十
六
年
市
立
病
院
と
し
て

名
で
、
整
備
さ
れ
た
病
院
と

一園田

F…;
圏
眠
一
二
i
~

~
郷
に
あ

っ
た
旧
第
紅
海
軍
航
発
足
し
た
。

な
っ
た
・
そ
の
後
増
築
工
事

、川-
醐
騨

断
固
圃
圏
十
二

…ふ

一
空
廠
医
学
部
大
村
海
軍

共

済

当

時

の

病

院

建

物

は

二

十

な

ど
も
行
な
わ
れ
、
現
在
ベ

J

溺

醐

園

田

園

一一一

ん

，
一
病
院
の
施
設
が
昭
和
二
十

年

四

棟

、
職
員
数
は
七
十
六
名
ツ
ド
数
約
三
百
で
市
民
医
療

担

観

墨

圃

園

、

二

一
日
本
医
療
団
に
号
、
主

で

あ

っ

た

。

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

と

し

て

摂

鱒

暗

闇

閤

繍

舎

一
昭
和
二
ナ
三
年
に
は
大
村
国
昭
和
三
十
年
に
は
松
並
の
活
躍
し

て

い

る

。

ゐ

蹴

脳

関

関

一線
問
問
J

ヤ
民
健
康
保
険
組
合
に
移
管
さ
現
在
企
伏
置
に
新
病
院
の
第
院
長

1
尾
崎
修
一

¥

鱒

殉

臨

機

麟

・
m
ア

ー
、

組
合
解
散
後
も
引
継
き
一
期
工
事
が
完
了
し
、
一二十

職
員

1
約
百
六
十
名

義

盤

J
費
量
ν

γ
zt
J
Z
J
J〉
1
1
1
〈
f
eJ
J
3
-三〈
-Je'
J
tJ
)
一三

E
t
--，
fe--
τJ
1-
1
21〈
22
J
2
3
-
ee-
-
t
fet
e
--2
3
1
.. 、
・1
・〈
feJ
'er
・、222
t
J
J
22〉
-ee--t
fev

(4) 

庄司司
4
月
7
日
か
ら

り

運
転
免
許
申
請
に

は
、
医
師
の
診
断

書
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

大村市政だよ

運
転
免
許
申
請
書
、
運
転

免
許
更
新
申
請
書
に
は
、
医

師
(
歯
科
医
、
一獣
医
を
除
〈
)

の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

交
通
規
制
が
変
り
ま
し
た

3
月
初
日
か
ら

①
玖
島
交
さ
点
か
ら
東
浦
入

口
ま
で
の
一
般
国
道
千
九
百

昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和42年4月10日

メ
ー
ト
ル
が
終
日
追
越
禁
止

②
宮
小
路
央
天
神
社
か
ら
竹

松
郵
便
局
ま
で
の
一
般
国
道

四
百
六
十
メ
ー
ト
ル
が
新
た

に
追
越
禁
止
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
福
重
交
さ
点
か
ら
竹

松
郵
便
局
ま
で
の
二
千
二
百

メ
ー
ト
ル
が
終
日
追
越
禁
止

⑨
宮
小
路
実
天
神
社
か
ら
福

重
交
さ
点
ま
で
の

一
般
国
道

千
八
百
四
十
メ
ー
ト
ル
は
、

午
前
六
時
か
ら
午
後
八
時
ま

で
の
円
以
高
速
度
四
十
キ
ロ
の

制
限
ぞ
解
除

f;J: 

ポ芋

司 Ay;y 

f;J: 

↑
市
議
会
議
員
選
挙

四
月
二
十
八
日

四
月
十
五
日
の
県
議
会
議
員
選
挙
に
引
き
続
い
て
、

市
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
八
日
の
告
示
で
四
月
二

十
八
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
ム
同

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
安
薄
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
投
票
所
へ
の
お
出
か
け
は
ふ
だ
ん
着

や
仕
事
着
の
ま
ま
で
結
構
で
す
か
ら
、
も
れ
な
〈
正

し
い
投
票
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
一
定
の
理
由
に

よ
り
投
票
所
に
行

っ
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
、
き
な
い
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投

票
に
よ
り
投
票
す
る
乙
と
が

で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
、
四
月
十
八

〆.... 

日
か
ら
四
月
二
十
七
日
ま
で

(
午
前
八
時
三
十
円分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
)
、

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
で
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

県
の
各
種
詰
験
手
数
料
、

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
は

検
査
手
数
料
、
許
認
可
の
申

選
管
事
務
局
に
お
た
ず
ね
の

。
請
手
数
料
、
登
録
手
数
料
な

上
十
分
活
用
し
て
く
だ
さ
い

ど
大
部
分
の
手
教
料
は
四
月

一
日
か
ら
県
収
入
証
紙
で
納

め
る
よ
う
に
変
っ
て
い
ま
す

証
紙
で
納
め
る
の
は
、
定
額

で
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
手
数
料
で
す
。
保
健
所
で

納
め
る
診
断
書
発
行
手
数
料

の
よ
う
に
不
定
額
の
も
の
、

木
炭
検
査
手
数
料
の
よ
う
に

不
便
な
地
区
で
納
め
る
も
の

端
数
の
つ
い
て
い
る
手
数
料

な
ど
は
従
来
の
と
お
り
で
す

大
村
市
内
で
の
証
紙
売
さ

ば
き
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
マ
西
三
城
町

県
大
村
保
健

所
マ
武

部

郷

大

村
警
察
署

マ
森
園

郷
県
自
動
車
運

転
免
許
試
験
場

マ
竹
松

郷
宮
小
路
バ
ス

停
留
所
大
塚
商
庖

【
水
道
部
だ
よ
り
】

今
庄
度
の
水
道
料
金
の
集

金
を
つ
ぎ
の
方
に
委
託
し
て

い
ま
す
。
集
金
人
は
身
分
証

明
書
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の

で
集
金
に
き
た
と
き
は
確
認

の
う
え
お
支
払
い
〈
だ
さ
い

東
三
城
町
寺
井
卜
メ

武

部

郷

佐

藤

忠

己

寿

町

森

夕

、

不

【
課
税
課
だ
よ
り
】

昭
和
四
十
二
年
度
固
定
資

産
税

(
土
地

・
家
屋

・
償
却

資
産
)
の
納
税
通
知
書
を
四

月
十
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

受
領
さ
れ
た
ら
納
税
者
名
や

税
額
を
よ
〈
確
認
し
、
わ
か

ら
な
い
乙
と
は
課
税
課
へ
お

た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

円
県
庁
だ
よ
り
〕

県
手
数
料
の
納
め
方

つ
証
紙
」
を
一
部
採
用

L 


